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⑦

防
犯
・
防
災
の
ま
ち

高
ま
る
防
犯
・
防
災
へ
の
要
望

　
平
成
1
2
年
の
市
民
意
識
調
査
で
は
、
「
違
法
駐
車
の
防
止
や
交
通

安
全
対
策
」
に
対
す
る
要
望
が
3
4
・
２
％
で
第
２
位
と
な
っ
た
。

「
防
犯
対
策
」
は
８
位
の
2
6
・
８
％
、
地
震
な
ど
の
災
害
対
策
は

2
6
・
６
％
で
９
位
と
い
ず
れ
も
上
位
で
あ
り
、
防
犯
・
防
災
へ
の

意
識
の
高
さ
が
う
か
が
え
る
。

　
交
通
事
故
や
犯
罪
に
巻
き
込
ま
れ
た
り
、
ま
た
、
地
震
や
災
害

の
犠
牲
に
な
る
な
ど
突
然
の
災
難
に
直
面
す
る
可
能
性
は
、
予
想

が
つ
か
な
い
だ
け
に
、
市
民
に
不
安
感
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
る
。

　
ま
た
、
平
成
1
3
年
９
月
に
発
生
し
た
米
国
の
同
時
多
発
テ
ロ
の

影
響
や
、
さ
ら
に
は
国
内
で
の
狂
牛
病
問
題
と
い
っ
た
”
目
に
み

え
な
い
事
態
へ
の
不
安
”
は
高
ま
っ
て
い
る
。
横
浜
市
で
は
、
炭

疸
菌
等
の
感
染
対
策
や
、
狂
牛
病
へ
の
対
応
な
ど
を
検
討
す
る
た

め
、
「
横
浜
市
緊
急
危
機
管
理
対
策
会
議
」
を
開
催
し
、
危
機
管
理

体
制
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

事
故
や
犯
罪
の
発
生
率
の
低
い
横
浜

　
事
故
や
犯
罪
の
発
生
状
況
を
大
都
市
と
比
較
す
る
と
、
交
通
事

故
発
生
状
況
は
、
人
口
1
0
万
人
当
た
り
７
４
９
・
１
で
平
均
的
で

あ
る
。
死
者
は
1
0
万
人
当
た
り
２
・
８
と
最
も
低
い
。
ま
た
、
刑

法
犯
認
知
件
数
は
人
口
千
人
当
た
り
1
6
・
１
と
最
も
低
く
、
刑
法

犯
検
挙
率
は
5
2
・
４
％
と
第
２
位
と
な
っ
て
お
り
、
犯
罪
が
少
な

く
、
犯
人
が
捕
ま
る
率
が
高
い
都
市
と
い
え
る
。
ま
た
、
出
火
率
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は
人
口
１
万
人
当
た
り
３
・
２
で
２
番
目
に
低
い
。

事
故
安
全
対
策
と
消
防
・
救
急
体
制

　
交
通
事
故
対
策
と
し
て
は
道
路
安
全
施
設
で
あ
る
歩
道
設
置
の

状
況
を
取
り
上
げ
て
み
た
。
歩
道
設
置
道
路
実
延
長
は
１
５
０

８
・
９
㎞
で
、
道
路
延
長
に
対
す
る
歩
道
が
設
置
さ
れ
て
い
る
道

路
の
割
合
は
2
0
・
３
％
で
、
こ
れ
は
指
定
都
市
平
均
の
2
7
・
４
％

を
下
回
る
数
字
で
あ
る
。
一
方
、
消
防
・
救
急
体
制
は
、
消
防

署
・
出
張
所
の
立
地
密
度
で
は
平
均
を
上
回
り
、
ま
た
、
救
急
隊

が
指
令
を
受
け
て
か
ら
現
場
に
到
着
す
る
時
間
は
、
数
値
の
取
り

方
の
違
う
４
市
を
除
く
９
市
で
比
較
す
る
と
、
５
分
5
4
秒
で
平
均

よ
り
速
い
。

地
震
対
策
と
自
主
防
災

　
横
浜
市
で
は
市
民
に
身
近
な
小
・
中
学
校
を
「
震
災
時
避
難
場

所
」
（
４
５
２
ヵ
所
）
と
し
て
指
定
し
て
い
る
。
防
災
備
蓄
庫
を
設

置
し
、
人
命
救
助
に
必
要
な
防
災
資
機
材
や
水
、
食
料
な
ど
の
備

蓄
を
し
、
地
域
防
災
拠
点
と
し
て
の
整
備
を
行
っ
て
い
る
。
人
口

１
人
当
た
り
の
食
料
の
備
蓄
量
を
他
都
市
と
比
較
す
る
と
充
実
し

た
内
容
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
世
界
で
最
も
精
度
の
高
い
「
地

震
マ
ッ
プ
」
を
公
表
し
、
そ
の
広
報
や
説
明
会
を
開
催
し
て
防
災

意
識
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
木
造
住
宅
耐
震
改
修
の
促
進
を

進
め
、
実
績
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

　
阪
神
淡
路
大
震
災
の
際
に
は
、
日
頃
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
つ
な

が
り
が
災
害
時
の
命
運
を
分
け
、
そ
の
大
切
さ
が
改
め
て
認
識
さ

れ
た
。
市
民
生
活
行
動
調
査
に
よ
る
と
、
日
頃
か
ら
行
っ
て
い
る

防
災
活
動
で
は
、
地
域
防
災
拠
点
を
知
っ
て
い
る
人
は
6
0
％
、
自

ら
消
火
器
や
非
常
持
ち
出
し
袋
、
食
料
品
や
飲
料
水
の
準
備
な
ど

を
し
て
い
る
人
も
４
割
に
の
ぼ
る
。
平
成
1
2
年
度
の
地
域
防
災
訓

練
な
ど
の
参
加
者
は
、
合
計
す
る
と
約
1
0
万
人
と
な
っ
て
い
る
。

地震マップとは

市内の地下数kmまでの地下構造調査の結果や市内150ヵ所の｢高

密度強震計ネットワーク｣により収集したデータの分析結果から地震

の揺れを示す｢地震マップ｣(地震動予測図)を作成し、公表した。

これは、横浜市に影響を及ぼすと考えられる、南関東地震、東海地

震など４つの想定地震による市内各地域における地震の揺れの程

度を、50mメッシュごとにきめ細かく予測し、地図上に示したもので

ある。

市民が行っている防災活動の内容

横浜市における危機管理体制の強化

横浜市では、平成13年９月11日の米国の同時多発テロ等を契

機に、｢市民生活の安全･安心｣を確保する観点から、10月16日

に｢第1回緊急危機管理対策会議｣を開催し､全庁的な再点検を

行うとともに、従来の防災対策に加えて次の対策を実施することと

し、10月19日から｢横浜市炭疸菌等災害警戒体制｣をとっている。

①ＢＣ災害(生物剤又は化学剤による災害)への対策

市内医療機関への炭疸菌等の感染対策の情報提供

治療薬の備蓄の増量

細菌に対応できる水道施設水質監視方法の検討

水道施設への入出場管理の徹底(許可証の発行等)

地下鉄への毒物散布等を防止する措置の実施

県警、医療機関、関係局区等の情報伝達体制の徹底

②2002FIFAワールドカップTM開催に向けた危機管理

テロ対策を含む危機管理の実施計画策定

③狂牛病への対応

狂牛病検査済証の交付による市民への情報提供

南関東地震を想定した「地震マップ」

木造住宅耐震診断･改修の状況

マンション耐震診断の状況
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